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国
道
↓

上架施設

遠別漁協

遠
別
漁
港
上
架
施
設

　も
う
す
ぐ
完
成
！
　
遠
別
漁
港
の
南
側
に
平
成
30
年
か
ら
建

設
し
て
い
る
「
遠
別
漁
港
ク
レ
ー
ン
式
上

架
施
設
」が
も
う
す
ぐ
完
成
と
な
り
ま
す
。

　
上
架
施
設
と
は
、
船
の
整
備
や
修
繕
を

行
う
た
め
船
を
陸
に
上
げ
る
施
設
で
す
。

昨
年
度
、
旧
上
架
施
設
を
使
用
し
た
上
架

実
績
数
は
約
60
隻
と
な
っ
て
お
り
、
漁
業

に
は
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　
現
在
の
上
架
施
設
は
リ
フ
ト
式
上
架
施

設
と
い
い
、
船
を
台
の
上
に
乗
せ
て
陸
に

上
げ
る
方
式
の
も
の
で
す
。
こ
の
施
設
は

建
設
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
柱
や
骨
格
部

分
の
腐
食
や
老
朽
化
が
著
し
く
、
更
新
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
更
新
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
上
架
施

設
が
良
い
か
遠
別
町
を
は
じ
め
、
遠
別
漁

協
及
び
留
萌
開
発
建
設
部
な
ど
と
協
議
を

重
ね
、
ク
レ
ー
ン
式
上
架
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
が
決
定
。
ク
レ
ー
ン
式
上
架
施
設

と
は
文
字
通
り
ク
レ
ー
ン
の
よ
う
に
船
を

ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
っ
て
陸
に
上
げ
る
方
式

で
、
こ
の
方
式
の
利
点
は
水
深
が
深
く
な

く
て
も
上
架
が
で
き
る
こ
と
（
旧
施
設
は

水
深
３
・
５
ｍ
な
け
れ
ば
上
架
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）、
ワ
イ
ヤ
ー
が
安
価
で

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
旧
施
設
は
船

を
の
せ
る
台
を
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
高
額
と
な
る
）
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　
陸
に
上
が
っ
た
船
は
「
シ
ッ
プ
キ
ャ
リ

ア
」
と
言
う
台
車
に
乗
せ
、
船
を
置
く
場

所
ま
で
自
走
し
自
由
に
船
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
旧
施
設
で
は
線
路
が
あ
り

決
め
ら
れ
た
場
所
に
し
か
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。）

　
こ
の
施
設
は
高
さ
13
・
４
ｍ
、
幅
13
・

９
ｍ
あ
り
、
20
ｔ
船
ま
で
上
架
す
る
こ
と

が
可
能
。

　
船
舶
の
大
き
さ
を
表
す
た
め
の
主
た
る

指
標
と
し
て
「
総
ト
ン
数
」
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
総
ト
ン
数
」
は
重

量
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
容
積
を
表
す

指
標
で
す
。
容
積
が
大
き
い
ほ
ど
「
総
ト

ン
数
」
も
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
ク
レ
ー

ン
式
上
架
施
設
は
総
ト
ン
数
20
ト
ン
ま
で

上
架
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
現
在
、

遠
別
漁
港
に
あ
る
す
べ
て
の
漁
船
を
上
架

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
ホ
イ
ス
ト
製
の
ク
レ
ー
ン
式
上
架

施
設
は
、
北
海
道
で
３
基
目
、
日
本
海
沿

岸
で
は
初
め
て
の
建
設
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
こ
の
方
式
の
上
架
施
設
が
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
を
使
用
し
、

今
後
の
漁
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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議会からのたより
第40号
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９
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
５
日
間
を
会

期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
３
件
の
ほ
か
、

同
意
１
件
、
功
労
表
彰
者
の
推
薦
1
件
、

条
例
の
制
定
・一部
改
正
５
件
、
補
正
予

算
４
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
７
件
、
意
見
案

１
件
、
発
議
１
件
の
合
計
24
件
の
議
案
が

提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
、
会
期
を

２
日
残
し
て
閉
会
し
た
。
一般
質
問
は
山

本
議
員
、
白
井
議
員
の
２
名
が
行
っ
た
。

◆
平
成
30
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

◆
平
成
30
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報
告

◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る
点

検
・
評
価
報
告
書
（
平
成
30
年
度
対
象
）

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

・
山
本
大
樹
氏
（
本
町
４
）
が
議
会
の
同

意
を
受
け
、
再
任
さ
れ
た
。

◆
功
労
表
彰
の
被
表
彰
者
推
薦

・
千
葉
光
悦
氏
（
本
町
５
）
が
議
会
の
議

決
を
受
け
、
推
薦
決
定
さ
れ
た
。

◆
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
制
定

◆
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
制
定

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
就
学
前
の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
に
係
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

◆
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見
設
置
及
び
管

理
条
例
の
制
定

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

・
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見

指
定
管
理
者

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

第

６

回

定

例

会

報　
告

議会の主な動き
( 令和元年８月１日～10 月 31 日）
８月19日
戦没者・功労者追悼式に議長外議員
８名出席
８月19～20日
全道議会広報研修会出席のため議員
２名札幌市に出張
８月23日
第４回議会全員協議会開催
８月24日
東京遠別会との交流会に議長外議員
７名出席
８月27日
留萌管内町村議会議員研修会出席の
ため議長外議員８名天塩町に出張
９月７日
陸上自衛隊留萌駐屯地及び稚内地域
事務所との親睦パークゴルフ大会に議
長出席
９月11日
総務産業・文教厚生常任委員会合同
開催
９月12日
遠別町敬老会に議長外議員６名出席
９月13日
総務産業・文教厚生常任委員会合同
町内所管事務調査を実施
10月２～４日
総務産業・文教厚生常任委員会合同
道内所管事務調査のため、議長及び
各委員７名、奈井江町、厚真町、雨竜
町に出張
10月７日
第３回議会報発行特別委員会開催
10月29日
第４回議会報発行特別委員会開催

主
な
審
議
事
項

条
例
改
正
等
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議会からのたより
第40号

キ
ャ
ッ
ス
ル
ガ
ー
市

訪
問
を
終
え
て

ー 

末
永
く
交
流
を 

ー

　
８
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
８
日

間
、
姉
妹
都
市
で
あ
り
ま
す
カ
ナ
ダ

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

キ
ャ
ッ
ス
ル
ガ
ー
市
を
訪
問
し
、
ブ

ル
ー
ノ
・
タ
ッ
ソ
ー
ニ
新
市
長
と
の

対
談
・
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

対
談
で
は
タ
ッ
ソ
ー
ニ
市
長
か
ら
、

「
当
初
、
私
の
発
言
に
誤
解
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
30
年
間
の
姉
妹
都
市

交
流
、
青
少
年
相
互
交
流
を
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
お
声

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
友
好
的
な
対

談
と
な
り
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
、
タ
ッ
ソ
ー
ニ
市
長
と

と
も
に
屋
外
彫
刻
展
示
会
で
あ
る
ス

カ
ル
プ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
や
セ
ル

カ
ー
ク
大
学
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
ガ
ー
市

消
防
署
な
ど
を
訪
れ
、
市
主
催
の
夕

食
会
で
は
、
チ
ャ
ー
ノ
フ
前
市
長
や

ム
ー
ア
元
市
長
を
始
め
と
す
る
交
流

事
業
関
係
者
と
の
対
話
や
食
事
を
楽

し
み
、
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
別
町
青

少
年
訪
問
団
と
と
も
に
８
日
間
過
ご

し
ま
し
て
、
地
元
中
学
生
の
生
の
声

を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
今
後
も
友
好
な
姉
妹
都

市
交
流
・
青
少
年
相
互
交
流
を
進
め

る
た
め
に
、タ
ッ
ソ
ー
ニ
市
長
や
市・

交
流
事
業
関
係
者
に
は
、
是
非
、
遠

別
町
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
く
、
来

年
以
降
、
早
い
段
階
で
ご
招
待
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）　

第
６
回
定
例
会

議会を傍聴
してみませんか

次の定例会は12月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.

hokkaido.jp

【
一
般
会
計
】

・
退
職
手
当
組
合
事
前
納
付
金
清
算
負
担

金　
　
　

３
，
３
０
４
万
９
千
円
新
規

・
保
育
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

５
０
８
万
２
千
円
新
規

・
農
業
経
営
高
度
化
促
進
事
業
負
担
金　

１
，
２
９
３
万
円
新
規

・
町
道
除
排
雪
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
，
８
４
８
万
６
千
円
増

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
油
脂
分
離
槽
改
修

工
事　
　
　
　
　
　

２
９
０
万
円
新
規

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
】

・
道
道
名
寄
遠
別
線
奥
島
橋
橋
梁
添
架
実

施
設
計
業
務　

１
，
２
０
０
万
円
新
規

◆
地
域
医
療
を
守
る
医
師
確
保
の
た
め
の

意
見
書

　

提
出
者　

木
村
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
９
月
11
日
の
議
会
定
例
会
で

採
択
さ
れ
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。

主
な
補
正
予
算

意
見
案
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議会からのたより
第40号

長
時
間
に
わ
た
る
断
水
時
の

酪
農
業
へ
の
給
配
水
は
？

Ｑ
【
白
井
議
員
】　
全
国
各
地
で
自
然
災

害
が
多
発
し
て
お
り
、
災
害
か
ら
生
命

や
財
産
を
ど
う
守
る
か
、
日
頃
か
ら
考

え
、
万
全
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
町
内
で
24
戸
が
酪
農
・
畜

産
業
を
営
ん
で
お
り
、「
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
調
べ
」
で
は
乳
牛
80
頭
規
模
で
の

機
材
洗
浄
水
は
一
日
４
ト
ン
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
産
業
動
物
生
命
維
持
の
た

め
、
水
は
一
日
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
こ
で
長
時
間
に
わ
た
る
断
水

時
に
酪
農
・
畜
産
業
へ
ど
の
よ
う
な
給

配
水
対
応
を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
本
町
に
お
け
る
簡

易
水
道
は
、
断
水
す
る
と
町
民
の
生
活

に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
。
漏
水
事
故

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
早
期
復
旧
に

努
め
て
お
り
、
事
故
が
発
生
し
た
際
に

は
復
旧
行
程
の
確
認
作
業
を
行
い
な
が

ら
、
一
般
世
帯
、
旅
館
業
、
飲
食
業
、

酪
農
業
へ
ポ
リ
タ
ン
ク
に
よ
る
水
の
供

給
体
制
を
整
え
て
い
る
。
給
水
量
が
多

い
場
合
は
遠
別
消
防
署
と
の
連
携
に
よ

り
給
水
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
現
状
と
し
て
、
酪
農
業
な
ど
多
量
に

水
道
水
を
使
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は

貯
水
環
境
が
十
分
整
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
断
水
対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
オ

ロ
ロ
ン
、
酪
農
・
畜
産
業
の
方
々
が
協

議
し
、
貯
留
タ

ン
ク
を
常
設
す

る
な
ど
の
整
備

体
制
を
強
化
し

て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
円

滑
な
給
配
水
は

可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
Ｑ
【
白
井
議
員
】　
貯
留
タ
ン
ク
の
設

置
に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
酪
農
・
畜
産
業
者

と
Ｊ
Ａ
オ
ロ
ロ
ン
が
協
議
し
、
ど
う

い
っ
た
方
向
で
、
自
分
達
が
ど
こ
ま
で

で
き
る
か
、
行
政
に
何
を
望
む
の
か
協

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

第  

６  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」再
質
問

　

遠
別
町
の
道
路
は
丁
寧
な
除
雪
が

な
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
生
活
、
安

全
確
保
を
第
一
に
朝
早
く
か
ら
作
業

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
苦
労
に
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
玄

関
先
の
除
雪
が
終
わ
っ
た
後
に
除
雪

車
に
よ
る
置
き
雪
の
除
雪
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
排
雪
ま
で
の

間
の
捨
て
場
所
に
困
る
と
い
う
話
し

を
聞
く
。
ま
た
、
高
齢
等
に
よ
り
、

高
齢
者
事
業
団
に
除
雪
を
依
頼
し
て

い
る
方
も
多
く
、
大
変
あ
り
が
た
い

と
い
う
声
も
聞
く
が
、
高
齢
者
事
業

団
の
方
々
も
年
々
、
高
齢
化
が
進
ん

で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
町
長
に
２
点
質
問
す
る
。

１　
町
有
地
の
雪
捨
て
場
と
し
て
の
提
供

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
空
き
地
に
な
っ

て
い
る
町
有
地
を
一
定
の
ル
ー
ル
を

決
め
雪
捨
て
場
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
空
き
地
と
な
っ
て

い
る
町
有
地
も
あ
る
が
、一定
の
ル
ー

ル
を
決
め
た
と
し
て
も
、
雪
の
堆
積

に
よ
る
近
隣
住
民
及
び
交
通
へ
の
影

響
、
融
雪
後
の
ご
み
処
理
の
問
題
、

近
隣
の
方
し
か
利
用
で
き
ず
、
公
平

性
に
欠
け
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
、

町
有
地
を
雪
捨
て
場
と
し
て
開
放
す

る
考
え
は
な
い
。
富
士
見
の
雪
捨
て

場
を
開
放
し
て
い
る
の
で
継
続
し
て

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
高
齢
者
事
業
団
に
よ
る

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

Ｑ
【
山
本
議
員
】　
継
続
し
て
高
齢

者
事
業
団
に
よ
る
除
雪
サ
ー
ビ
ス
は

可
能
な
の
か
。
ま
た
、
継
続
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
の
対
策
は
検
討
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
【
笹
川
町
長
】　
現
在
は
可
能
な

状
況
だ
が
、
新
規
会
員
募
集
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
協
議
連
携
し
な
が
ら

事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
高
齢

者
事
業
団
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者

の
活
用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
事

業
の
継
続
を
検
討
し
て
い
く
。

え
ん
べ
つ
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
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一
般
会
計
（
歳
出
）

ー 

総
務
費 
ー

単
身
者
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

今
後
の
展
望
は
？

Ｑ
【
小
森
委
員
】　
長
年
、
や
っ
て
き

て
、
発
展
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
形
を
変
え
、
管

内
的
に
も
そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
望

ん
で
い
る
方
々
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。

出
会
い
の
場
の
提
供
を
、
改
め
た
形

で
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
そ
の
辺
の
見
解
は
？

Ａ
【
橋
本
総
務
課
長
】　
商
工
会
、
漁

協
、
農
協
の
青
年
部
で
連
携
会
議
が
立

ち
上
が
っ
て
い
る
。
管
内
的
に
も
そ
う
い

う
横
の
つ
な
が
り
等
、
連
携
し
な
が
ら
、

同一地
域
で
は
な
く
て
、
管
内
的
に
そ
う

い
う
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
い
う

こ
と
で
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
進
め
て

い
き
た
い
。

ー 

農
林
水
産
業
費 

ー

土
地
所
有
者
へ
の
情
報
提
供
は
？

Ｑ
【
小
森
委
員
】　
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
業
務
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
森
林
台
帳
の

情
報
提
供
・
共
有
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
内
全
部
の
山
林
所
有
者
、
面
積
を

把
握
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
情
報
を

土
地
所
有
者
に
提
供
す
る
方
法
は
？

Ａ
【
小
森
経
済
課
長
】　
町
内
に
有
す

る
山
林
に
つ
い
て
、
す
べ
て
デ
ー
タ
化
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
情
報
に
つ
い
て
、
土
地

所
有
者
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
印
刷
を

し
て
提
供
す
る
形
に
な
る
。

ー 

商
工
費 

ー

最
北
の
水
田
の
看
板

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
効
果
は
？

Ｑ
【
小
森
委
員
】　
日
本
水
稲
北
限
地

Ｐ
Ｒ
看
板
設
置
を
、
国
道
と
清
川
線

の
入
口
に
設
置
さ
れ
た
。
日
本
最
北

の
水
田
の
看
板
も
新
し
く
な
っ
て
い

る
が
、
来
訪
者
の
状
況
は
ど
う
な
っ

た
か
。

Ａ
【
小
森
経
済
課
長
】　
来
訪
者
の
人

数
は
お
さ
え
て
は
い
な
い
が
、
地
先
の
方

の
お
話
し
で
は
、
ラ
イ
ダ
ー
等
が
多
く

来
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
案
内
を
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

ー 

教
育
費 

ー

合
宿
の
ふ
る
さ
と
事
業

４
団
体
82
名
利
用

Ｑ
【
小
森
委
員
】　
合
宿
の
ふ
る
さ
と

事
業
補
助
金
の
中
で
、
合
宿
団
体
の

合
計
は
４
団
体
82
名
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
宿
泊
の
関
係
は
す
べ
て
、
こ
の

町
内
で
賄
わ
れ
て
い
た
の
か
。

Ａ
【
瀧
川
教
育
次
長
】　
合
宿
の
ふ
る

さ
と
事
業
の
要
綱
の
中
で
町
内
の
宿
泊

施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
条
件

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
の
団
体
が

町
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

一
般
会
計
（
歳
入
）

使
用
料
に
時
効
は
無
い
の
で
は
？

Ｑ
【
柏
谷
委
員
】　
使
用
料
及
び
手
数

料
の
中
の
土
木
使
用
料
で
、
不
納
欠
損

額
、
９
万
２
，
８
７
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
不
能

欠
損
は
無
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
は
ど
う
い
う
理
由
で
不
能
欠
損
に

な
っ
た
の
か
。

Ａ
【
坂
川
建
設
課
長
】　
こ
の
不
納
欠

損
は
公
営
住
宅
使
用
料
で
、
民
法
の

第
１
４
５
条
の
中
に
、
時
効
の
援
用
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
本
人
か
ら
そ
の
援

用
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
、
時
効
が
成

立
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
９
万
２
，

８
７
０
円
を
不
納
欠
損
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

遠
別
川
の
水
が
少
な
い
時

Ｑ
【
小
森
委
員
】　
簡
易
水
道
基
盤
近

代
化
事
業
の
関
係
で
内
容
と
し
て
、
い

ろ
ん
な
設
備
の
更
新
を
し
て
い
る
と

思
う
が
、
今
年
の
春
先
か
ら
、
遠
別

川
の
水
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
昔

と
違
っ
て
、
水
質
的
な
問
題
が
ち
ょ
っ

と
気
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、

今
回
の
更
新
は
、
水
量
に
応
じ
た
、
ろ

過
、
制
御
設
備
の
更
新
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
よ
い
か
。

Ａ
【
坂
川
建
設
課
長
】　
今
回
、
更
新

し
て
い
る
機
械
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数

の
経
過
と
か
、
そ
う
いっ
た
も
の
で
機
械

が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
補
助
事
業

に
よ
って
、
更
新
し
て
お
り
、
水
質
と
か
、

そ
う
いっ
た
も
の
の
影
響
で
機
械
を
更
新

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

平
成
30
年
度
各
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
10
日

次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
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Ｑ
【
小
森
委
員
】　
遠
別
の
水
は
お
い

し
い
と
い
う
話
し
も
聞
く
が
、
遠
別

川
の
水
量
が
不
足
し
て
い
る
時
期
は

水
質
が
落
ち
て
い
る
の
で
は
と
い
う

話
し
も
聞
く
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な

時
の
対
応
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
【
坂
川
建
設
課
長
】　
確
か
に
雪
の

量
も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
７
月
、
８
月

ぐ
ら
い
に
、
か
な
り
の
水
量
が
減
っ
た
。

水
量
が
少
な
く
な
る
と
、
ど
う
し
て
も

水
の
流
れ
が
無
い
こ
と
か
ら
、
水
質
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
辺
に
関
し

て
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
薬
品
の
量
を

調
整
し
、
で
き
る
だ
け
水
質
を
維
持
す

る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
く
。

国
保
病
院
事
業
会
計

人
口
減
と
一
診
体
制
が
要
因

Ｑ
【
木
村
委
員
】　
病
院
事
業
収
益
が
、

予
算
額
に
比
べ
、
決
算
額
が
減
っ
て

い
る
理
由
は
？

Ａ
【
齊
藤
病
院
事
務
長
】　
入
院
収
益

に
つ
い
て
は
、入
院
患
者
の
減
で
、毎
年
、

少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。
人
口
減
等

が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
外
来
収

益
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
副
院
長
が
７

月
で
退
職
し
て
お
り
、
８
月
以
降
に
つ
い

て
、
院
長
の一診
体
制
の
み
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
外
来
患
者
の
減
少
が
主
な
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。

旭
温
泉
に
つ
い
て

ー 

じ
ゃ
ら
ん
で
高
評
価 

ー

　

旅
行
雑
誌
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
10
月

号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
宿
泊
満
足
度

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
旭
温
泉
が
道

内
約
２
５
０
宿
の
内
、
総
合
評
価
90

点
で
第
30
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
な

お
、
道
北
地
方
に
お
い
て
も
、
２
位

に
位
置
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
総
合
評
価
85
点
以
上
の

宿
が
対
象
と
な
る
、
名
湯
大
賞
風
呂

の
部
に
お
い
て
は
、
98
・
９
点
を
獲

得
し
ま
し
て
、
道
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
な
り
、
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
「
富
士
見
の
湯
は
ヌ
ル
ヌ
ル
と

し
た
肌
触
り
で
美
肌
効
果
が
期
待
で

き
、
旭
の
湯
は
塩
気
が
あ
り
湯
冷
め

し
に
く
い
」
と
評
価
を
多
数
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
か
ら
「
赤
茶
と
黒
の

２
種
の
源
泉
に
浸
れ
る
で
賞
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
名
誉
で
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
掲

載
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

１
階
ロ
ビ
ー
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
者
に
つ
い
て
も
、
４
月

か
ら
８
月
現
在
ま
で
は
前
年
度
対
比

で
１
０
５
名
増
の
１
，
３
５
９
名
と

な
っ
て
お
り
、
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
旭
温
泉
は
海
沿

い
か
ら
６
ｋ
ｍ
、
山
間
部
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
秘
湯
を
感
じ
、
外

観
と
改
築
さ
れ
た
浴
場
の
ギ
ャ
ッ
プ

と
、
２
種
類
の
源
泉
に
驚
い
た
」
と
の

声
を
良
く
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

建
築
か
ら
40
年
を
過
ぎ
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
適
切
な
管

理
・
補
修
を
行
い
な
が
ら
、
安
定
し

た
温
泉
運
営
に
努
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

温
泉
総
選
挙
に
つ
い
て
も
昨
年

度
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
部
門
で
全
国

第
４
位
に
入
賞
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
宿
泊
者
の
口
コ
ミ
、
さ
ら
に

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
等
に
よ

り
、
徐
々
に
知
名
度
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
暫
定
２
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
９
月
２
日

よ
り
投
票
開
始
さ
れ
、
12
月
20
日
ま

で
の
投
票
に
よ
り
確
定
し
ま
す
の

で
、
温
泉
総
選
挙
へ
の
応
援
投
票
に

つ
き
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）　

第
７
回
臨
時
会

　
10
月
10
日
に
開
催
し
、
条
例
の一部

改
正
１
件
、
補
正
１
件
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

◆
遠
別
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
一
般
会
計
】

・
遠
別
農
業
高
等
学
校
活
性
化
（
未

来
を
担
う
人
材
育
成
施
設
建
設
）

推
進
事
業
補
助
金　

７
，
４
０
０
万
円
新
規

条
例
改
正

第
７
回
臨
時
会

主
な
補
正
予
算
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議会からのたより
第40号

全国大会出場　遠別イーグルス激励
　８月２日、西畑議長、木村議員（議
員会会長）が８月６日から東京都近
郊で開催される第 39 回全日本バレー
ボール小学生大会全国大会に出場する
遠別イーグルスの選手達を激励した。

留萌管内町村議会議員研修会
　８月 27 日、天塩町において「スマート農業の今後の展望」と題
して、農林水産省大臣官房政策課技術政策室室長松本　賢英 氏の
講演で農業の競争力強化には「スマート農業」の開発と実装は世界
的潮流であり、ＧＰＳ利用の自動走行トラクターやドローン、そして
ＡＩ（人工知能）を活用した各種ロボットの導入に待ったなしの状況
である。生産性向上に「スマート農
業」は必要不可欠であり、若者に
魅力的な新しい形の農業の実現を
目標としていると講演された。議員
から、管内の一次産業において「ス
マート農業」の取り組みは、今ま
で以上のスピード感を持って、実現
を進めるべきとの強い意見が出た。

シリーズ

あとがき（山下副委員長）

　去る７月 31 日に「遠別町ゆかりの地との児童交流事業」のお別れ
のつどいに参加した。遠別小学校・福井県越前市神山小学校の子ども
達の交流の様子を見ていると、とても有意義な時間を過ごせたのでは
ないかと感じた。小学校５、６年生対象で、６年生は最後の交流となっ
てしまう。遠別・神山小学校両校長先生とお話しをしたところ、イン
ターネットを利用した遠隔交流を検討しているとのこと。私も協力し、
この事業のさらなる発展に貢献したい。

議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝

副委員長　　山下　　悟

委　　員　　白井　金治

えんべつ町民 独占インタビュー

遠別農業高等学校３年
大木ひかりさん
出身地　東京都目黒区
（出身中学　目黒区立第九中学校）

　中学生の時に祖母が家庭菜園をやっているのを見て、農業に興味を持ち、自然が豊かな北海道の大地
で農業を学びたいという思いがあった。遠別町へふるさと納税をし、遠別農業高校の返礼品が送られた
ことをきっかけに、親元を離れ、遠別農業高等学校へ入学した。これまでの高校生活の思い出は「きらり、
小学生、中学生との交流や、遠農マルシェに多くの人が来てくれたこと」、将来は「語学を学び、海外の農
業先進国へ行って、更に農業を知り、日本で実践したい」、遠別町の印象は「町民の皆さんと交流する機
会が多くありましたが、関わった方 、々みんなが優しかった。皆さんのおかげで有意義な高校生活を送れ
ました。遠別に来られて本当に良かった。遠別町での日々はかけがえのない経験になった」と笑顔で語
る大木さん。最後に遠別町への要望を聞くと 「遠別農業高校の入学者数を地元の人も含めて、もっと増や
し、高校を盛り上げてほしい」とのこと。これから語学を学び、豊富な農業の知識を得て、是非、遠別
町に戻ってきて「えんべつの農業」を引っ張ってもらいたいものである。（文責　小森委員長）

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、
行政、議会に対しての思いなどをインタビューし、
議会活動に役立ていきます。

新入生を増やし、
遠農高を盛り上げて

Vol.1
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健康のススメこころもからだも元気が一番

◇感染症予防のため、手洗い・うがいは忘れずに◇◇感染症予防のため、手洗い・うがいは忘れずに◇

自分にあった方法で Let’s 禁煙チャレンジ！
　「たばこは身体に害ですよ」と言われる時代から、「ここで吸ってはいけません」
と広く言われる時代へと変わってきました。
　法律（健康増進法）も改正され、職場で、お店で、旅先で、「今すぐ吸いたい
のに吸えない！」という場面に出会うことが増えていくでしょう。
　「すぐやめられる」と思っていても、いざとなったらやめられない…、なんて
焦る前に、自分に合った禁煙方法を探してみましょう。

まずは、あなたのニコチン依存度をチェック！
質問

答え
0点 1点 2点 3点

①朝、目が覚めてから何分後くらいでたばこを吸いま
すか？

61 分後
以降

31 ～
60 分 6 ～ 30 分 5 分以内

②喫煙できない場所 ( たとえば図書館、映画館など )
で喫煙を我慢するのが難しいと感じていますか？ いいえ はい － －

③ 1 日のうちどの時間帯のたばこをやめるのに、いち
ばん未練を感じますか？

目覚めの
1 本以外

目覚めの
1 本 － －

④ 1 日、何本のたばこを吸いますか？ 10 本以下 11 ～ 20 本 21 ～ 30 本 31 本以上
⑤目覚めてから 2 ～ 3 時間以内に吸う本数のほうが、

それ以降に吸う本数よりも多いですか？ いいえ はい －

⑥病気で 1 日寝ているようなときでもたばこを吸いま
すか？ いいえ はい －

（The Fagerstrom Test Cigarette Dependenoe: Fagerstrom, 2012）

★禁断症状を乗り切る工夫

あなたのニコチン依存度は・・・？
点数 0～ 3点 4～ 6点 7～ 10点

ニコチン依存度 低い
ライトスモーカーレベル

中程度
ミドルスモーカーレベル

高い
ヘビースモーカーレベル

禁煙をするときには、イライラしたり、集中できないなどの禁断症状が現れます。
　　　　　　　　　　　　 （ニコチン離脱症状）

●行動パターン変更法
喫煙と結びついている行動パターンを変える
　例）食後は早めに席を立つ
　　　コーヒーやお酒は控える

●代償行動法
喫煙の代わりに別の行動をする
　例）シュガーレスのガムやあめ
　　　深呼吸、歯みがき

●環境改善法
喫煙のきっかけとなる環境を改善する
　例）パチンコ店、居酒屋など吸いたくなる場所に行かない。喫煙道具を片付ける。

　また、禁煙補助剤を使ったり、医療機関で禁煙治療を受けると、自力で禁煙する場合に比べて、「比
較的に楽に」「より確実に」そして「あまりお金をかけずに」、たばこをやめられます。

10



健康のススメこころもからだも元気が一番

◇感染症予防のため、手洗い・うがいは忘れずに◇◇感染症予防のため、手洗い・うがいは忘れずに◇

【健康に関するご相談は、福祉課保健指導係へ】
☎ ７－２１２５

　★禁煙補助剤の種類
入手場所 名称 特徴 お勧めのタイプ

薬局
・

薬店

ニコチンガム
短時間で禁断症状が抑えられる。間
違った噛み方をすると胃の不快感が
出やすい。

・ニコチン依存度が低い～中程度の人
・禁煙する自信が比較的ある人
・忙しくて医療機関を受診できない人
・健康保険適用の条件を満たさない人ニコチンパッチ

（市販）

パッチを貼るだけで簡単。
突然の欲求に対処できない。
皮膚がかぶれることもある。

禁煙外来
のある

医療機関

ニコチンパッチ
（医療用）

高用量のものが使え、24 時間貼る
ので、起床時も含めて禁断症状を抑
えやすい。

・ニコチン依存度が中程度～高い人
・禁煙する自信がない人
・過去に禁煙して禁断症状が強かった人
・精神疾患、薬剤の選択など、禁煙にあたっ

て医師の判断を必要とする人内服薬
ニコチンを含まない。
服用中に喫煙しても満足感が少なく
再喫煙しにくい。

☆健康保険適用になる条件
条件 1：ただちに禁煙しようと考えている。
条件 2：ニコチン依存症と診断される。（医療機関での簡単なチェックリスト）
条件 3：禁煙治療の同意書に署名
条件 4：35 歳以上の者については、一日喫煙本数×喫煙年数が 200 以上

※健康保険で禁煙治療を受けられる医療機関が決まっています。「日本禁煙学会禁煙外来」で検索

　★禁煙補助剤の種類
　禁煙を成功させるには、本人の決意と周りの人の協力も必要です。まずは、本人の禁煙意思が明
確になったら、周りの人に「禁煙宣言」をしてみましょう。宣言を聞いた周りのみなさんは、
本人の取り組みを邪魔せず、見守ってあげてください。また、仲間がいると禁煙も続きます。「禁
煙宣言」された方と一緒に禁煙チャレンジをしてみてはいかがでしょうか？

なくそう！望まない受動喫煙　～マナーからルールへ～
　２０１８年７月、健康増進法の一部を改正する法律が成立しました。
１　学校や医療機関などが原則敷地内禁煙となります。（２０１９年７月から）
２　多数の方が利用する施設（一般の会社や工場、飲食店や遊技場など）が原則屋内禁煙となります。

（２０２０年４月から）
　類型・場所ごとに所定の要件に適合すれば各種喫煙室（専用室、可能室、加熱式たばこ専用室、目的室）の
設置ができます。喫煙可能な設備を持った施設には必ず、指定された標識の掲示が義務付けられています。
　20 歳未満の方は、たとえ喫煙を目的としない場合であっても、一切、喫煙エリアへは立入禁止となります。
　詳細につきましては厚生労働省のホームページを参照いただく他、記載の連絡先までお問い合わせください。

【厚生労働省ホームページ】　https://jyudokitsuen.mhlw.go.jp/
【問い合わせ先】北海道留萌保健所企画総務課　　　電　話　０１６４－４２－８３２６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＦＡＸ　０１６４－４２－８２１６
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９
月
22
日
、
茨
城
県
龍

ヶ
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
第

７
回
全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
遠
別
町
観

光
協
会
が
出
展
し
、
初
出

場
な
が
ら
、「
え
ん
べ
つ

コ
ロ
ッ
ケ
」
は
第
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
35
団
体
（
道

内
３
団
体
、道
外
32
団
体
）

が
出
店
し
、準
備
し
た「
え

ん
べ
つ
コ
ロ
ッ
ケ
」
２
，

１
０
０
個
は
完
売
し
、
来

場
者
の
投
票
に
よ
り
順
位
が
決
定
。

　
当
日
は
暑
い
中
、
東
京
遠
別
会
の
皆
様
も
応
援
に
か
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
大
変
心
強
い
お
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
５
万
７
千

人
と
大
勢
の
方
々
が
来

場
さ
れ
、「
え
ん
べ
つ

コ
ロ
ッ
ケ
」
を
食
べ
た

お
客
様
か
ら
、「
タ
コ

や
ホ
タ
テ
が
大
き
く
入

っ
て
い
て
満
足
で
す
。」

「
美
味
し
く
て
ま
た
買

い
に
来
た
よ
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

全
国
コ
ロ
ッ
ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ん
べ
つ
コ
ロ
ッ
ケ
　
第
３
位
に
！

　
10
月
８
日
、
遠
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
認

知
症
施
策
推
進
事
業
と
し
て
、「
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
、

自
動
車
運
転
」
と
題
し
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
高
齢
者
が
運
転
す
る
自
動
車
に
よ
る
、
誤
操
作

や
暴
走
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
運
転
の
見
直

し
や
免
許
を
返
す
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
や
、
事
故
防

止
の
啓
発
の
た
め
開
催
し
た
も
の
で
、
運
転
免
許
証
を
所

持
す
る
高
齢
者
の
方
や
そ
の
家
族
な
ど
、
約
50
人
が
講
義

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
最
初
に
天
塩
警
察
署
地
域
交
通
課
交
通
係
の
加
道
（
か

ど
う
）
主
任
が
講
師
と
な
り
、
高
齢
運
転
者
が
運
転
す
る

車
に
取
り
付
け
ら
れ
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像

を
流
し
な
が
ら
、
標
識
や
信
号
の
見
落
と
し
、
縁
石
に
接

触
し
た
り
、
衝
突
事
故
の
様
子
な
ど
を
解
説
し
た
ほ
か
、

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
羽
幌
自
動
車
学
校
の
小
西
副
管
理
者
か
ら
は
、

高
齢
運
転
者
講
習
の
受
講
者
の
特
徴
を
紹
介
し
、
講
習
申

込
み
が
遅
か
っ
た
り
、
説

明
を
良
く
聞
か
な
い
と
い

っ
た
事
例
や
、
バ
ッ
ク
ミ

ラ
ー
の
使
い
方
に
よ
る
男

女
の
違
い
を
紹
介
。
最
後

に
、
助
手
席
に
座
る
人
は
、

危
な
い
様
子
が
見
ら
れ
る

時
は
、
注
意
を
す
る
。
運

転
者
は「
見
る
、発
見
す
る
、

判
断
す
る
、
操
作
す
る
」

こ
と
を
「
早
く
、
正
確
」

に
行
う
こ
と
が
大
切
と
講

義
し
ま
し
た
。

認
知
症
施
策
推
進
事
業
講
演
会

　
10
月
９
日
、
湯
山
勝
信
氏
（
本
町
５
）に
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
功
労
者
知
事
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
湯
山
氏
は
、
平
成
20
年
７

月
か
ら
遠
別
町
の
交
通
指
導

員
と
し
て
、
街
頭
啓
発
や
歩

行
者
等
の
保
護
誘
導
な
ど
に

従
事
し
、
遠
別
町
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交

通
事
故
防
止
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
交

通
指
導
員
と
し
て
遠
別
町
の
交
通
安
全
に
寄
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
感
謝
状
を
受
け
と
っ
た
湯
山
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
も
、
遠

別
町
交
通
安
全
運
動
や
事
故
防
止
を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
同
時
に
、
自
分
自
身
も
交
通
安
全
、
交
通
事
故
に
は
十

分
注
意
し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
、
受
賞
を
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
遠
別
町
は
、
交
通
指
導
員
の
皆
様
方
の
交
通
安
全
啓
発

が
身
を
結
び
、
10
月
末
時
点
で
、

交
通
事
故
死
０
記
録
が
５
４
０
日

と
な
り
ま
し
た
。
記
録
が
伸
び
れ

ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

安
全
運
転
を
日
々
心
が
け
、
一
時

停
止
、
左
右
確
認
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
自
分
自
身
、
家
族
、
友
達

な
ど
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

湯
山
氏
に
交
通
安
全
功
労
者

知
事
感
謝
状
贈
呈
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10
月
18
日
、
マ
ナ
ピ
ィ
・

21
に
お
い
て
「
遠
別
町
福
祉

団
体
主
催
い
き
い
き
交
流
事

業
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

会
場
に
は
62
名
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
10
月
に
入
り
、
少
し
肌
寒

い
日
が
続
い
て
い
る
た
め
、

参
加
者
全
員
で
入
念
に
準
備

体
操
を
行
い
、
体
を
温
め
て

か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　
ゲ
ー
ム
は
紅
白
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、「
平
面
玉
入
れ
」

や
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」、「
ど
っ
ち
が
長
い
で
し
ょ
う
」

な
ど
全
６
種
目
。
参
加
者
の
い
き
い
き
と
し
た
姿
が
見
受

け
ら
れ
、
ゲ
ー
ム
に
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
が
出
場
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
仲
間
の
応
援
、
周

り
と
会
話
を
楽
し
む
姿
な
ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
約
２
時
間
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
体
を
動
か
し
、
会

話
を
楽
し
み
、
と
て
も
有
意
義

な
時
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
住
ん
で
い

る
場
所
が
遠
い
こ
と
か
ら
、
普

段
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
少
な

い
と
い
う
方
々
も
い
て
、
年
に

一
回
の
こ
の
事
業
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

福
祉
団
体
い
き
い
き
交
流
事
業

　
毎
年
春
か
ら
秋
ま
で
の
期
間
、
道
の
駅
「
富
士
見
」
で

営
業
さ
れ
て
い
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
市
場
　
花
菜
夢
（
か
な

む
）」
の
今
年
の
営
業
が
10
月
13
日
で
終
了
し
ま
し
た
。
花

菜
夢
で
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜
や
加
工
品
を
販
売
し
て
お

り
、
日
曜
日
に
な
る
と
多
く
の
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
日
は
最
終
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご

夫
婦
や
親
子
連
れ
の
姿
も
見
ら
れ
、
購
入
さ
れ
た
方
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、
販
売
し
て
い
る
方
も
大
忙
し
。

本
年
最
後
の
営
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
販
売
会
場
で
は
雑

煮
、
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
子
ど
も
な
ど
が
お
い
し
そ
う

に
食
べ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　「
花
菜
夢
」
を
営
業
す
る
に
は
、
前
の
日
か
ら
収
穫
し
、

時
に
は
朝
早
く
か
ら
袋
詰
め
を
一
つ
一
つ
行
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
雨
天
で
の
営
業
な
ど

並
大
抵
の
苦
労
で
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
皆
さ
ん
笑
顔
で

販
売
さ
れ
て
い
る
姿
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
苦
労
が
絶
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、「
花
菜
夢
」
さ
ん

の
活
動
を
応
援
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
花
菜
夢
」最
終
営
業
日

　
10
月
15
日
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
き
ら
り
の
ゾ
ウ

組
と
パ
ン
ダ
組
の
子
ど
も
達
、

28
名
で
遠
別
消
防
署
か
ら
国
道

を
歩
い
て
、
昭
和
通
り
を
通
っ

て
の
パ
レ
ー
ド
。

　
こ
の
日
は
晴
れ
て
は
い
ま
し

た
が
、
少
し
肌
寒
い
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
子
ど
も
達
は
元
気
い

っ
ぱ
い
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
遠
別
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ

モ
ち
ん
」
も
参
加
し
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
歩
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
沿
道
に
は
児
童
の
お
母
さ
ん
達
が
、
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
で
撮
っ
て
い
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

途
中
に
飽
き
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
何
と
か

全
員
で
歩
き
終
了
。

　
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
外
で
は
日
が
短
く
な
り
、

気
温
が
下
が
り
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
こ
の
季
節
で
す
が
火
事
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
子
ど
も
達

の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
毎
日
の

心
構
え
と
、
外
出
時
の
点
検
な

ど
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
の
後
は
消
防
車
や

救
急
車
を
見
学
し
終
了
し
ま
し

た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
パ
レ
ー
ド

13



ひ
と
の
う
ご
き

▽
お
た
ん
じ
ょ
う

渡
部
　
　
蓮
（
れ
ん
）
く
ん

　
父
　
　
宏
輝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
）（
２
　
区
）

　
母
　
　
さ
や
さ
ん

▽
ご
け
っ
こ
ん

櫻
井

　翔
太
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　）（
緑

　町
）

菅
原
こ
の
み
さ
ん

～　１８９（いちはやく）
ちいさな命に　待ったなし　～

児童虐待防止対策の推進
　児童虐待事案は年々増加傾向にあり、尊い
子どもの命が奪われる重大な事件が後を絶ちま
せん。警察においては、児童相談所を始めとし
た関係機関と連携した児童を守る取り組みを推
進しているところであります。
　児童虐待の疑いを感じたら、迷わず児童相
談所、警察、役場に連絡してください。
　あなたの連絡が児童虐待から子どもたちを救
うことになります。

～　歩行者を　守る気づかい　思いやり　～
冬の交通安全運動実施中
１１月１１日（月）～２０日（水）

○ドライバーの皆さんへ
右方からの横断歩行者や交差点付近での歩
行者、自動車の動きに十分注意して思いやり
のある運転をしましょう。

○歩行者の皆さんへ
横断前の安全確認はもちろん、横断中も常に
左右の安全を確認しましょう。

○飲酒運転の根絶
二日酔いでの運転も「飲酒運転」です。少
しでも身体にアルコールが残っているようであ
れば、絶対に運転はやめましょう。

天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０

警察署から警察署から

・これからの時期、暖房機器を使う頻度が多
くなると思いますが、次のことに注意して、
暖房機器を正しく取扱いましょう。

   ①　洗濯物を暖房機器の近くで干さないよ
うにしましょう！

   ②　ファンヒーターに給油するときは必ず
火を消しましょう！

   ③　暖房機器の周辺に燃えやすい物を置か
ないようにしましょう！

   ④　暖房機器の周辺でスプレー缶を使用し
ないようにしましょう！

   ⑤　定期的に暖房機器の掃除をしましょ
う！

   ⑥　少しでも異常を感じたら使用しないよ
うにしましょう！

暖房機器の取扱いについて！！
消防支署から

10月23日付け配置替
職　名配　　　　置 氏　　　名 前　　　職
主事補
主　事

経済課 商工観光係
建設課 水道係

武　田　竣　己
松　本　一　希

10月31日付け退職
職　　　名配　　　　置 氏　　　名

主　査住民課 生活広報係 木　田　秀　伸

住民課 生活広報係
経済課 商工観光係

町 職 員 人 事 異 動
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町のカレンダー ２０１９
曜日 月 火 水 木 金

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん 郊外地区のみ５種類を全部

○　ご不明な点は、ごみガイドブックをご覧になるか、住民課生活広報係（☎ 7－ 2113）にお問い合せください。

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

11月 （November）
15㈮

16㈯ 子どもチャレンジ教室（第５回）
（10：00 ～ 12：00 ／マナピィ・21）

17㈰

18㈪ マナピィ・21 図書室休館

19㈫

20㈬

21㈭

22㈮

23㈯ 【勤労感謝の日】
マナピィ・21 図書室休館

24㈰ マナピィ・21 図書室休館

25㈪ マナピィ・21 図書室休館
献血（午後）

26㈫

27㈬

28㈭

29㈮

30㈯

12 月 （December）
1 ㈰

2 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

3 ㈫ 自動車運転免許更新時講習（天塩町社会福祉会館）
13：00 ～優良

4 ㈬

5 ㈭

6 ㈮

7 ㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町定住支援センター）

13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

8 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

9 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

10㈫ ひよこタイム（10：00 ～子育て支援センター）

11㈬ 乳幼児健診（診察開始 10：30 ～健康管理センター）

12㈭

13㈮

14㈯ 自動車運転免許更新時講習（マナピィ・21）
13：00 ～優良

15 ㈰
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地域貢献活動に感謝します！地域貢献活動に感謝します！地域貢献活動に感謝します！

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和元年10月31日現在）
（令和元年10月31日現在）

540
日目

人口

●男   1,280人（±0）
●女   1,373人（±0）

2,653人
（±0）

世 帯 1,353（－0）

今月の
納 税 12/２納期

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第５期）

年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！
　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて、「事前予約」を行っています。お

待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。

・予約相談希望日の１か月前から前日まで受付していま

す。

・お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手

帳や年金証書など）をご用意ください。 ご予約方法は、

全国共通の予約専用受付電話「０５７０－０５－４８

９０」、または、お近くの年金事務所に、電話・来訪時

にお申込みください。

■　日本年金機構　稚内年金事務所
　☎０１６２－３２－１９４１

８月２８日、株式会社　北海道グリーンメンテナ

ンス（札幌市）様に下水道施設マンホールポンプ

所清掃を行っていただきました。

９月20日、萌州・興北　経常建設共同企業体／

代表者　萌州建設株式会社（留萌市）、構成員　

興北建設株式会社（留萌市）及び萌州建設株式会

社（留萌市）様に町道歩道草刈清掃（ふれあいマ

ラソンコース）を行っていただきました。

９月３０日、株式会社　北海道ロードサービス（札

幌市）様に町道路面清掃を行っていただきました。

９月27、28日、ハラダ工業株式会社（留萌市）

様に海水浴場　みなくるび～ち木製ベンチ塗装を

行っていただきました。


